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　待望の二三日蝕も，早や激旬の後となってしまった，英國や伊國を始めと

して，西敏諸國など三々と，我が北海道の圭地へと槻三三の三二を，新聞紙

が報じてみる．吾々も，もうちっとしてみることが，二言なくなってしまっ

た．

　しかし吾々專門家でないものが，観測隊をつくるなどといった事は，一寸

厚顔しくて三二ないと思ふが，回し吾々は是非とも，この異様な天文現象に

ふれたいと思ふのである．自然に二二を持ち，自然の偉大さに敬震の心を傾

け，自然の限りなき美しさに心をうたれたい．これが吾々の願ひである．

　日蝕高湿などといふことも，そうざらにあるといふわけではない．時にめ

ぐまれ，嘘にめぐまれ，更に天候に恵まれねば，その批急な自然現象に，接

することが出來得ないのである．要はこのめづらしい現象に，直接接するこ

とが，目標である．

　而して若し出來得るならば，やはり吾々は，素人で出來る槻弓をやって見

たV・．なんとならば，やはり二三的方法に立脚してこそ，よりょく自然を理

解し，愈得することが二二るからである．二三をv・ふならば，それが專門家

の科學的研究の傍系的な材料ともなって，學界に提供し得らるれば，この上

もない幸と思ふのである．

　今次に東亜天文協會京都教員團支部と，京都理科研究會との合同のもとに

造った観測計書をかいて，先輩諸先生並びに二者諸賢の御批正御指導を仰ぎ

たいと思ふのである．

　既に書いた如くに，日蝕皆麟その事に接し，出來るだけ正確に，出來るだ

けil値に，その攣化を見，その美しさに接して記録するといふこと，これが

全般を通じての目標であるが，既に過去にあった日蝕の紀行や，耀験談など

調査して，大鰐次のやうな手分けをして，それぞれの仕事にあたらうとする

のである，
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　（1）　皆既中の照度を測定すること

　過去にあった皆腸蝕の最合に，その明るさの科學的な測定が，不充分のや

うである．ある人は，満月位のあかるさともいふし，ある人はもう少し暗い，

或は薄明程度だともいふが，はたしてどれ位か，さっぱり吾々には分らない．

しかも明るさを見る吾々の眼は，非常に巧妙に山鼠てるるため，標準二度が

ない．どうして亀明るさの軍位を用ひて測定する事が，必要であるが，それ

がなVb．こんどは是非とも，この明るさを，科學的な尺度即ちルクス輩位で

測定することに，吾々の仲間が全力を話したいと思ふのである．その方法と

して，

　　　　　　　　　　　　A　照度計を用ひること

現今の照度計は絵程正確であり，’持ち運びも，ボケツトに入る位であるから，

眞に都合がよい．既製のものは多く直射日光をうける2萬ルクスとか，3萬

ルクス程度の中では，測定が出來ないで，針がとんでしまふが，これを少し

く工夫して，光をうけるところの面積を小さく10分の1，20分の1，50分の1，

100分の1などの細隙をつくっておくと，直射日光中でも測定出來るから，こ

れを利用して，如何に攣化するものかの測定をしたいと思ふのである．今使

用豫定のもの2個一3個位と思ってみる・

　　　　　　　　　　B　撮影機による，フイルムの露出

僅か1：分絵，．2分足らすの時間である．この間に一定の露：出時間を定めてkい

て，連績的に露1｛：1して見ることである．これはあとで，スタンダ1ド・スケ

1ルを造って，これと封照することが必要となるが，しかし，どれ位のあか

るさであったか馬ぼぼ知ることが出來ると愚ふ．

　（2）　氣温の二化を測定すること

　次に吾々は氣温の攣化を測定したいと思ふのである．勿論一刻々々の憂化

を，普通の寒暖計がさう鏡．敏に感じてくれるかどうか，…寸疑問であるが，

しかしこれは實際實験して見ねば，なんともいへないことである．

　（3）　日蝕観測をフイルムに富めること

　これは槻測とは別であるが，専門家の観測活動歌況を，16ミリのフイルム

に敗めること，これはその地に行かなかった入たちへの報告であり，又記録



天界181 枝幸へ綱走へ！1 247

でもあるからである．

　（4）ア4ヌ人たちの種々の風俗があればそれを記録したい

　日蝕は非常なる驚異的現象で，各國人いつれもこXに傳説的に，或は信仰

的に，それに封ずる特殊の風召風俗があるかと思ふのである．あればそれを

16ミリのフイルムに：牧めたいと思ふこれは非常に大切な記録となるものだ

と信ずるのである．，恐らくアイヌ入が，亀う一度こんな紅白蝕に出合ふとv・

ふやうなことは，何年先かと思ふと，大切な記録となるにちがひない．

　以上大腿こんな計書のもとに，それぞれ枝幸へ，網走へと出かけたい．今

から心を躍・らしてるるのである．大方諸賢の御指導を仰ぎたいと思ふ．

　御注意（山本一清記す）

　垂井氏の上記の御三書は大言面白く，叉，時機に適したものであると思ひ

ます．殊にA．照度計を用みて明るさを計ることは，V・ろいろ實用的な二値

があるので，二二から復圓まで，なるべく2時聞以上にわたって，實行され

ることを希望します．

　しかし，自分は，アマチ・；一ア諸君のために，くりかへし，御注意したいこ

とは，この一生va　一一度の珍らしい皆既口食を見る好機愈に，なまじぴに訊問

家のやるやうなまねばかりして，最も大切な口食の“黒い太陽”と，其の

美しい“コロナ”とを充分に見る機を失しないやうにして頂きたいのです．

一之れがためには，是非，双眼鏡，又は10倍以下の小さい望遠鏡を持って

行くことを御忘れないやうに！1そして，かの美しV・緑と紅の並立するコロ

ナとプ・ミネンスの實感を，しっかり把んで頂きたいと思ひます．之れは永

久に，貴い教育資料としての膿1験となり，叉，いつまでも自慢話しの種とな

ります．

　專朝家の．一一A大損失は，この美しL・i　’」　nナや，プUミネンスの景槻を見られ

ないことです．槻測が忙しくて，ゆっくり之を見てゐらないのです．こんな

貫似を，アマチュアたちは，なさらないやう，くれぐれも御注意します．一一一．一

又，近年の日食は寓眞使用が襟り多過ぎて，眼睨観測が忘られるtteE向がある

ことです．以L


